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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

　

予
約
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
！

　

先
月
の
広
報
と
一
緒
に
、
今
年
度
の

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

ご
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
10
月
２
日（
月
）か
ら
予
約

受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
、
直
接
医
療
機
関
へ
予
約

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
や
実

施
日
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
先
月
の

広
報
と
一
緒
に
送
付
し
た
「
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
小
国
郷
内
の
医
療
機
関

蓮
田
医
院
、
小
国
公
立
病
院
、

お
ぐ
に
整
形
外
科
、
お
お
む
ら
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク

■
予
約
出
来
る
時
間
帯

10
時
～
17
時

■
個
人
負
担
金　

※
接
種
当
日
の
年
齢

１
歳
～
64
歳
の
方　

１
２
０
０
円

65
歳
以
上
の
方　
　
　

７
０
０
円

■
小
国
郷
以
外
で
接
種
す
る
場
合

・
１
歳
～
64
歳
の
方

　

上
限
金
額
内
で
の
償
還
払
い
を
行
い

ま
す
。
接
種
後
に
領
収
書
と
印
鑑
を

持
っ
て
、
町
民
課
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

 
・
65
歳
以
上
の
方
又
は
60
～
64
歳
で
あ

る
一
定
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

　

接
種
を
行
う
前
に
、
役
場
で
手
続
き

が
必
要
で
す
。
事
前
に
保
健
師
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
名
と
接
種
を
受
け
た
方
の
名
前

の
記
載
が
必
要
で
す
。

世
界
骨
粗
し
ょ
う
症
デ
ー

　

10
月
20
日
は
世
界
骨

粗
し
ょ
う
症
デ
ー
で

す
。
日
本
は
、
世
界
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長

寿
国
で
す
。
現
在
で
は
、
長
寿
を
目
指

す
だ
け
で
な
く
、
健
康
で
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
期
間
を
あ
ら
わ
す
「
健
康

寿
命
」
を
伸
ば
す
こ
と
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

骨
は
、
私
た
ち
の
体
や
日
常
の
活
動

を
支
え
る
大
切
な
器
官
で
す
。
骨
粗

し
ょ
う
症
を
予
防
し
、
骨
を
健
康
に
保

つ
こ
と
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は

　

骨
の
強
度
が
低
下
し
て
、
骨
折
し
や

す
く
な
る
骨
の
病
気
を
「
骨
粗
し
ょ
う

症
」
と
言
い
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
に

よ
り
骨
が
も
ろ
く
な
る
と
、
つ
ま
ず
い

て
手
や
肘
を
つ
い
た
、
く
し
ゃ
み
を
し

た
等
の
わ
ず
か
な
衝
撃
で
骨
折
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

が
ん
や
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
の
よ
う

に
直
接
的
に
生
命
を
脅
か
す
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ

る
骨
折
か
ら
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

し
ま
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
痛
み
な
ど
の
自
覚

症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
定
期
的
に

骨
密
度
検
査
を
受
け
る
な
ど
、
日
ご
ろ

か
ら
細
や
か
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。

■
骨
を
強
く
す
る
食
事

　

カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｋ
な
ど
、
骨
の
形
成
に
役
立
つ
栄

養
素
を
積
極
的
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。
カ

ル
シ
ウ
ム
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
同
時
に
摂

る
こ
と
で
、
腸
管
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸

収
率
が
良
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
に
な
る
と
、
食
の
好
み
が

変
わ
っ
た
り
少
食
に
な
っ
た
り
し
て
、
タ

ン
パ
ク
質
の
摂
取
量
は
不
足
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
量

が
少
な
い
と
骨
密
度
低
下
を
助
長
し
ま

す
の
で
、
意
識
し
て
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ル
シ
ウ
ム

牛
乳
・
乳
製
品
、
小
魚
、
干
し
エ
ビ
、

小
松
菜
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
、
大
豆
製
品

等
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

鮭
、
ウ
ナ
ギ
、
サ
ン
マ
、
メ
カ
ジ
キ
、

カ
レ
イ
、
シ
イ
タ
ケ
、
卵
な
ど

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ

納
豆
、ほ
う
れ
ん
草
、小
松
菜
、ニ
ラ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

■
骨
を
強
く
す
る
運
動

　

骨
は
、
負
荷
が
か
か
る
ほ
ど
骨
を
つ
く

る
細
胞
が
活
発
に
な
り
、
強
く
な
る
性

質
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、
で

き
る
だ
け
運
動
量
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
治
療
中
の
方
や
膝
に

痛
み
が
あ
る
方
は
、
運
動
を
開
始
す
る

前
に
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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○
税
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

「
固
定
資
産
税
と
は
」

　

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日
（「
賦

課
期
日
」
と
い
う
。）
に
、
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
固
定

資
産
」
と
い
う
。）
を
所
有
し
て
い
る
人

が
そ
の
固
定
資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
定

さ
れ
た
税
額
を
そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す

る
市
町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。
納
め
ら

れ
た
税
金
は
住
民
税
と
共
に
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
上
で
、
町
の
財
政
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
税
額
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格

（
課
税
標
準
額
）
に
1.4
％
の
税
率
を
か
け

て
算
出
し
た
額
で
す
。
土
地
及
び
家
屋
は

３
年
ご
と
に
評
価
替
え
を
行
い
、
評
価
額

を
決
定
し
ま
す
。
本
町
で
は
納
税
通
知
書

に
よ
り
年
４
回
（
５
、７
、９
、
11
月
）
に

分
け
て
納
付
し
ま
す
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
の
ご
案
内

　

阿
蘇
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対

象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
は
、
平
成
31

年
10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
の
10
％
へ

の
引
上
げ
と
同
時
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
軽
減
対
象
品
目
の
取
扱
い
が
あ
る
消
費

税
の
課
税
事
業
者
の
方
だ
け
で
な
く
、
例

え
ば
、
会
議
費
や
交
際
費
と
し
て
飲
食
料

品
等
を
購
入
す
る
事
業
者
の
方
や
消
費
税

の
免
税
事
業
者
の
方
も
、
取
扱
商
品
の
適

用
税
率
の
確
認
や
適
用
税
率
ご
と
の
区
分

経
理
な
ど
、
制
度
の
実
施
に
向
け
た
準
備

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
事
業
者
の

方
に
関
係
の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時
・
会
場

　

・
10
月
18
日（
水
）
10
時
～
11
時

　

・
10
月
19
日（
木
）
14
時
～
15
時

　

・
10
月
20
日（
金
）
10
時
～
11
時

会
場
：
阿
蘇
市
役
所 

北
側
別
館
大
会
議
室

※
会
場
席
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
事
前

申
込
が
必
要
で
す
。

■
申
込
み
・
お
問
合
せ

阿
蘇
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

☎
０
９
６
７（
２
２
）０
５
５
１

国
民
健
康
保
険
資
格
の
取
得
・
喪
失
の

届
出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

　種別が変更となる次のような場合は届け出（14日以内）が必要になります。忘れずに
届け出ましょう。手続きには異動の確認が出来る書類をお持ちください。

第１号被保険者（農業　自営業　学生など）
こんなとき 変更後の被保険者の種別 届け出先

会社員・公務員になった 第２号被保険者 勤務先

会社員・公務員の配偶者の扶養となった 第３号被保険者 配偶者の勤務先

第２号被保険者（会社員　公務員など）
こんなとき 変更後の被保険者の種別 届け出先

退職した 第１号被保険者 市町村

退職し、同月中に再就職した 第２号被保険者 新しい勤務先

会社員・公務員の配偶者の扶養となった 第３号被保険者 配偶者の勤務先

第３号被保険者（会社員　公務員に扶養されている配偶者）
こんなとき 変更後の被保険者の種別 届け出先

配偶者の退職や扶養者本人の収入増（見込
年収130万以上）により扶養ではなくなった

第１号被保険者 市町村

会社員・公務員になった 第２号被保険者 勤務先

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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特
別
救
助
隊山

岳
救
助
訓
練
！

　

救
助
隊
員
約
20
名
に
よ
る
山
岳
救
助
訓

練
が
8
月
30
日
、
涌
蓋
山
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
熊
本
県
防
災
消
防
航
空
隊
と
連
携
し

た
合
同
訓
練
で
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
形
式

（
隊
員
に
訓
練
の
内
容
を
直
前
ま
で
知
ら

せ
な
い
）
と
し
、
今
回
は
登
山
を
し
て
い

る
人
が
熱
中
症
に
な
っ
た
と
の
想
定
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
要
救
助
者
を
ヘ
リ
で
吊
り

上
げ
、
搬
送
す
る
救
出
活
動
と
な
り
、
緊

張
感
の
あ
る
訓
練
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

の
現
場
活
動
に
生
か
せ
る
充
実
し
た
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。

秋
の
行
楽
季
節
に
備
え
て
！

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
紅
葉
狩
り
や
登

山
な
ど
屋
外
へ
出
か
け
る
機
会
が
増
え

る
と
思
い
ま
す
の
で
次
の
よ
う
な
点
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

☆
気
象
状
況
を
確
認
し
、
急
な
悪
天
候

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

☆
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
携
帯
電
話
を

持
っ
て
行
っ
た
り
、
家
族
に
行
先
を

伝
え
ま
し
ょ
う
！

☆
蜂
を
見
つ
け
た
際
は
、
刺
激
を
与
え

な
い
よ
う
静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
ま

し
ょ
う
！

☆
こ
の
季
節
は
、
落
ち
葉
な
ど
で
滑
り

や
す
い
場
所
が
多
い
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
！

　
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
10
月
11
日（
水
）か
ら
20
日

（
金
）ま
で
の
十
日
間
、「
全
国
地
域
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
な
い
安
全
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
防
犯
協
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
、
自
治
体
、
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
、
警
察
が
連
携

し
、
各
地
で
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

運
動
の
重
点 

【
全
国
】

　

・
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

【
県
】

　

・
車
両
対
象
の
犯
罪
被
害
防
止

　

み
ん
な
の
力
で
「
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
街
づ
く
り
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

振
り
込
め
詐
欺
に
も

引
き
続
き
警
戒
を
！　

電
話
な
ど
で
お
金
の
話
が
出
た
ら
注
意
！

　

｢

自
分
だ
け
は
大
丈
夫｣

な
ど
の
過
信

は
禁
物
！
一
旦
冷
静
に
な
り
、
家
族
や
警

察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

全 国 地 域 安 全 運 動
2017.10.11-20

～安全で住みよい
　地域社会の
　　実現を目指して～

特別警戒　
　実施中！

広報きよら 2017.10
4



小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

病
院
の
連
携
に
つ
い
て

小
国
公
立
病
院
院
長　

坂
本
英
世

　

医
療
を
行
っ
て
い
く
上
で
病
院
間
の
連

携
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
特
に
地

方
の
病
院
に
と
っ
て
は
、
連
携
が
な
く
て

は
病
院
が
成
り
立
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。

　

小
国
公
立
病
院
の
連
携
に
つ
い
て
簡
単

に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
約
10
年
前
ま

で
は
医
師
の
確
保
は
大
学
の
医
局
か
ら
の

派
遣
で
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
16
年
に
新
臨
床
研
修
制
度
が
始
ま

り
、
大
学
以
外
の
市
内
の
大
き
な
病
院
で

研
修
す
る
若
い
先
生
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
そ
う
な
る
と
必
然
的
に
大
学
に
勤
務

す
る
医
師
が
減
少
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

期
に
熊
大
の
医
局
が
臓
器
別
に
再
編
さ
れ

各
医
局
の
規
模
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

医
局
員
の
数
が
少
な
く
な
る
と
地
方
へ
医

師
を
派
遣
す
る
余
裕
が
医
局
に
無
く
な
り

ま
す
。

　

以
前
は
、
内
科
・
外
科
・
産
婦
人
科
・

小
児
科
・
脳
外
科
が
数
年
単
位
で
医
局
か

ら
常
勤
医
の
派
遣
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
医
局
か
ら
の
派
遣
は
外
科
の
み
で
、

産
婦
人
科
・
小
児
科
・
脳
外
科
は
常
勤
の

先
生
が
居
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

常
勤
の
医
師
は
小
国
郷
の
医
療
を
心
配

し
て
自
ら
進
ん
で
来
て
く
れ
た
循
環
器
の

片
岡
恵
一
郎
先
生
、
頼
み
込
ん
で
来
て
い

た
だ
い
た
総
合
診
療
科
の
橋
本
先
生
ご
夫

婦
、
県
か
ら
派
遣
の
吉
村
文
孝
先
生
と
外

科
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
他
の
診
療
科
は

20
数
名
の
非
常
勤
の
先
生
方
で
何
と
か
小

国
郷
の
医
療
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

連
携
が
必
要
な
の
は
医
師
の
み
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
深
刻
な
の
は
看
護
師
不

足
で
す
。

　

現
在
の
病
棟
を
維
持
し
て
い
く
為
に
は

法
で
規
定
さ
れ
た
看
護
師
数
が
必
要
で
す

が
、
現
在
不
足
し
て
い
ま
す
。
病
棟
が
維

持
で
き
な
け
れ
ば
、
小
国
で
は
す
ぐ
に
入
院

す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
現
在

全
て
引
き
受
け
て
い
る
救
急
車
も
断
ら
ざ

る
を
得
な
く
な
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。

　

看
護
師
が
不
足
し
て
い
る
の
に
病
棟
が

維
持
で
き
て
い
る
の
に
は
二
つ
の
理
由
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
定
年
を
迎
え
た
看
護

師
さ
ん
に
再
任
用
と
い
う
形
で
働
い
て
も

ら
っ
て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
看
護
師

派
遣
と
い
う
病
院
間
の
連
携
で
す
。

　

熊
本
赤
十
字
病
院
、
熊
本
医
療
セ
ン

タ
ー
、
熊
大
医
学
部
付
属
病
院
か
ら
看
護

師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
勤

務
す
る
看
護
師
の
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り

い
つ
ま
で
今
の
病
棟
を
維
持
で
き
る
か
不

安
で
す
。

　

病
院
間
の
連
携
と
い
う
と
聞
こ
え
は
良

い
で
す
が
、
今
の
状
況
は
病
院
間
の
連
携

で
は
無
く
拠
点
病
院
に
よ
る
医
師
・
看
護

師
支
援
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
医
療
体
制
を
維
持
し
て
い
く
為
に

は
、
も
う
一
つ
連
携
が
必
須
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
病
院
と
住
民
の
方
と
の
強
い

連
携
が
な
け
れ
ば
近
い
将
来
小
国
郷
の
医

療
体
制
に
危
機
が
訪
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、ま
ず
一
人
で
も
、

二
人
で
も
小
国
出
身
の
医
師
・
看
護
師
を

地
元
へ
呼
び
戻
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
と
皆
さ
ん
の
、
病
院
が
必

要
だ
と
思
う
声
を
大
き
く
外
に
向
か
っ
て

発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
で
小
国
郷
へ
の
医
師
・
看
護
師
に
対

す
る
求
心
力
を
大
き
く
し
ま
し
ょ
う
。

〝
小
国
郷
の
医
師
９
人
の
中
に
小
国
出
身

者
が
一
人
も
居
な
い
の
は
異
常
で
す
〟

健
康
診
断

小
国
公
立
病
院
総
合
診
療
科　

橋
本
昌
典

　

今
回
は
健
康
診
断（
健
診
）の
お
話
で
す
。

　

健
診
は
、
診
察
や
検
査
で
健
康
状
態
を

評
価
し
、
病
気
の
予
防
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
健
診
に

は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、
費
用
補
助

が
あ
る
健
診
に
は
、
一
般
の
従
事
者
が
受

け
る
定
期
健
診
、
住
民
健
診
、
学
校
生
徒

の
健
診
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
個
人
負
担
に

な
る
任
意
の
健
診
は
、
人
間
ド
ッ
ク
や
が

ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。

　

健
診
が
う
ま
く
機
能
す
れ
ば
、
健
康
な

長
寿
、
医
療
費
の
抑
制
が
期
待
で
き
ま
す

が
、
健
診
に
か
か
る
費
用
は
国
に
も
個
人

に
も
大
き
な
負
担
に
な
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
健
診
の
費
用
対
効
果
を
調
べ
て
、
健

診
制
度
が
本
当
に
役
に
立
っ
て
い
る
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
健
診
が
長
寿
や
医
療
費
抑
制
に

貢
献
し
て
い
る
の
か
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ

よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
理
由
は

い
ろ
い
ろ
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
話
し

が
難
し
く
な
る
の
で
一
つ
だ
け
、
最
も
大

切
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
健
診
結
果
で
問
題
や
異
常
が

発
見
さ
れ
た
と
き
、
生
活
習
慣
の
改
善
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

病
気
の
予
防
の
観
点
か
ら
は
、
喫
煙
、
多

量
の
飲
酒
、
肥
満
、
塩
分
過
多
、
運
動
不

足
な
ど
が
多
く
の
人
で
指
摘
さ
れ
る
問
題

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
健
診
の
と
き
に

問
題
解
決
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
も
、

禁
煙
や
節
酒
は
難
し
く
、
お
い
し
い
も
の

を
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
い
な
ど
、「
分
か
っ

て
い
る
け
ど
や
め
ら
れ
な
い
」
の
が
現
実

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
問
題
が
放
置
で
き

な
く
な
れ
ば
、薬
の
治
療
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
健
診
が
病
気
の
予
防
に
は
つ
な

が
ら
ず
、
個
人
の
経
済
的
負
担
が
増
え
、

医
療
費
抑
制
に
も
貢
献
で
き
ま
せ
ん
。

　

健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と

が
、
健
康
を
維
持
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
健
診
結
果
を
う
ま
く
利
用
し
、
生

活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
、
予
防
で
き
る

病
気
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も

健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
健
診
の
目
的

で
す
。
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Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
除
草
作
業

　

９
月
１
日（
金
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
除
草
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
保
護
者
の
皆

様
に
御
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
草
取
り
、
南
側
斜
面
の
除
草
を
生
徒

と
共
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
、
教
育
環
境
が
と
て
も
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

　

11
月
12
日（
日
）に
は
、
本
校
で
阿
蘇

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

阿
蘇
郡
市
中
体
連
陸
上
大
会

　

９
月
14
日（
木
）、
熊
本
市
の
笑
顔
健
康

ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
宮
﨑
津
君
が
、
代
表
宣

誓
を
正
々
堂
々
と
立
派
に
果
た
し
競
技
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
自

己
ベ
ス
ト
の
走
り
を
見
せ
、
応
援
す
る
生

徒
も
大
き
な
声
を
出
し
て
応
援
し
ま
し
た
。

　

小
国
郷
寺
小
屋（
夏
休
み
学
習
会
）が
８

月
16
日（
水
）と
17
日

（
木
）に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
小
国
郷
内
の

小
学
生
・
中
学
生
と

の
交
流
を
通
じ
て
、

本
校
生
徒
の
進
路
意

識
と
向
学
心
の
向
上

を
目
指
す
取
り
組
み
で
、
多
く
の
生
徒
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
お
互
い
緊
張
し
て
会
話
も
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け

て
い
き
、
高
校
生
は
小
中
学
生
か
ら
次
々

に
出
さ
れ
る
質
問
に
一
生
懸
命
対
応
し
て

い
ま
し
た
。
分
か
り
や
す
く
教
え
る
た
め

に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
悩
ん
だ

り
、
一
緒
に
頭
を
抱
え
な
が
ら
難
問
に
悪

戦
苦
闘
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、

学
び
の
意
識
を
高
め
る
と
て
も
良
い
経
験

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）の
２
日
間
、

小
国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
１
日
目
は
小
論
文
・
尚
志
発
表
、

生
徒
会
企
画
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
、
授

業
で
学
ん
だ
成
果
や
自
分
た
ち
で
企
画
か

ら
練
り
上
げ
た
作
品
を
全
校
生
徒
に
発
表

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
趣
向
を

凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ

発
表
や
映
像
上
映
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
食
バ
ザ
ー
も
ク

ラ
ス
ご
と
に
出
店

し
、
ど
の
バ
ザ
ー
も
完
売
す
る
ほ
ど
大
盛

況
で
し
た
。
午
後
か
ら
の
吹
奏
楽
部
の
演

奏
や
家
庭
部
の
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
で
も
多
く

の
方
が
来
場
さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
で
は
ド
レ
ス
を
制

作
し
た
家
庭
部
３
年
生
が
自
ら
そ
の
ド
レ

ス
を
着
て
舞
台
を
歩
き
、
盛
大
な
拍
手
を

受
け
ま
し
た
。
生

徒
一
人
が
い
く
つ

も
の
役
を
持
ち
な

が
ら
、
懸
命
に
作

り
上
げ
た
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
。
来
年

も
さ
ら
に
素
晴
ら

し
い
も
の
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
潜
入
！

　

い
よ
い
よ
秋
本
番
！
食
欲
の
秋
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
、
文
化
の
秋
…
皆
様
は
ど
ん

な
秋
を
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

私
事
で
す
が
、
こ
の
秋
「
木
工
」
を
始

め
ま
し
た
。
小
刀
と
彫
刻
刀
で
ス
プ
ー
ン

や
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
空

い
た
時
間
に
テ
レ
ビ
を
消
し
て
黙
々
と

削
っ
て
い
く
静
か
な
時
間
は
、
私
に
と
っ

て
心
身
を
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
有
意
義
な
時

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
は
最
近
じ
わ
じ
わ
と
人
数

を
増
や
し
て
き
て
い
る
「
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
に
お
邪
魔
し
て
き
ま
し

た
。
ま
ず
体
育
館
の
玄
関
に
入
っ
て
素
晴

ら
し
か
っ
た
の
が
「
靴
」。
全
員
の
靴
が

き
れ
い
に
揃
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
‼
当
た

り
前
の
事
で
す

が
、
と
て
も
大

切
な
事
だ
と
思

い
ま
し
た
☆

　

そ
し
て
ド
ア

を
開
け
る
と
、

ち
ょ
う
ど
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
練

習
が
終
わ
り
、
水
分
補
給
中
で
し
た
。
休

憩
も
そ
こ
そ
こ
に
ボ
ー
ル
を
取
り
に
行
き

シ
ュ
ー
ト
の
練
習
を
始
め
た
り
、
コ
ー
チ

と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
と
み
ん
な
本
当
に

楽
し
そ
う
で
し
た
～
☆

　

そ
の
後
、
ド
リ
ブ
ル
の
練
習
を
見
て
体

育
館
を
後
に
し
ま
し
た
が
、
練
習
の
最
後

に
は
い
つ
も
ゲ
ー

ム
を
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
時
間

が
で
き
た
ら
参
加

さ
せ
て
も
ら
お
う

か
な
！

　

さ
て
、
今
回
潜

入
し
た「
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
」、
10
月
か
ら
の

練
習
が
木
・
土
曜

日
の
週
２
回
に
な
り
ま
す
。
現
在
ク
ラ
ブ
員

は
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
１
年
生
ま
で
の

17
名
（
男
子
８
名
・
女
子
９
名
）
和
気
あ

い
あ
い
と
活
動
中
で
す
☆
学
年
制
限
も
あ

り
ま
せ
ん
の
で
兄
弟
で
の
参
加
も
可
能
！
見

学
も
随
時
。
練
習
日
の
お
問
合
せ
は
教
育

委
員
会
ま
で
。
担
当
は
荒
武
で
し
た
～
☆

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

第
15
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
へ
の
御
案
内

～
絆
を
つ
な
ぐ
32
人　

え
が
お
！
サ
イ

コ
ー
！
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
！
～

１　

期
日　

10
月
21
日
（
土
）

２　

場
所　

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校

３　

日
程

午
前
９
時
20
分
～　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

午
前
９
時
50
分
～　

ス
テ
ー
ジ
発
表

小
学
部
「
か
ぐ
や
姫
」

中
学
部
「
手
話
歌　

み
ん
な
が
み
ん
な
英

雄
」

す
ぎ
の
こ
の
主
張
「
二
重
唱
、
ギ
タ
ー
演

奏
、
ピ
ア
ノ
演
奏
等
」

午
前
11
時
20
分
～　

す
ぎ
の
こ
マ
ル
シ
ェ

■
食
バ
ザ
ー　

カ
レ
ー
、
味
千
拉
麺
、
た

こ
焼
き
、
パ
ン
ダ
焼
き
、
唐
揚
げ
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
、
マ
カ
ポ
ン
、
か
り
ん
と
う
等

■
製
品
販
売　

湯
飲
み
、皿
、箸
置
、コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
等
陶
芸
製
品
、
花
苗
（
ビ
オ

ラ
、
葉
ボ
タ
ン
、
パ
ン
ジ
ー
）、
祝
儀
袋
、

ふ
ぉ
と
レ
イ
ン
（
写
真
立
て
）
等

午
後
１
時
～　

ス
テ
ー
ジ
発
表

小
国
中
・
南
小
国
中
・
小
国
高
校
吹
奏
楽

部
り
ん
ど
う
唱
歌
の
会

高
等
部
「W

hat's Volunteer?

（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
っ
て
、
何
？
）」

午
後
２
時
30
分
～　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

午
後
２
時
50
分　
　

全
日
程
終
了

■
問
い
合
わ
せ

小
国
支
援
学
校　

担
当　

藤
岡　

☎
０
９
６
７（
４
６
）４
３
７
０

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り

7
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地域おこし協力隊 徒然日誌 10月号
【米フェス2017が開催されます】
こんにちは！地域おこし協力隊の関口正憲です。
毎年恒例となってきております、第４回目となる米フェスを

今年も開催いたします。
10軒の農家さんのこだわりのお米と、ご飯に合うおかずな

どを堪能しに是非お越しいただければと思います。また、大
人も子どもも大変楽しめる「しめ縄作り」などの体験コー
ナーも設置しますのでぜひお越しください！
また、今年はweb制作の勉強をして、米フェスのホーム

ページを作ってみましたので、よろしければご覧下さい。

＜開催概要＞
日時：１１月５日（日）午前１１時～午後２時
会場：波居原体育館と隣の田んぼ
料金： 大 人 1,500円

小・中学生 800円
小学生未満 無料

予約：南小国町観光協会ホームページ
または米フェスホームページ
または南小国町観光協会☎（４２）１４４４

米フェスホームページ
（http://rice-festival.com）

【レシピ集の料理写真を撮ってきました】
普段は、農業や南小国町を中心とした風景を撮影していますが、今回は料理の写真

撮影をしてきました！どうやったら美味しそうに見えるか、アングルや光の加減を変え
ながら試行錯誤しました。
今回撮影した写真は、きよらカァサが行う移動販売に合わせて作成しているレシピ集

で使用されています！南小国町の野菜を使った郷土料理やアイデアレシピなどが掲載
されていますのでレシピ集もぜひご覧下さい！

【環境保全型農業講演会のご案内】
稲作の話を中心に、農薬や化学肥料に頼らない環境に優しい農作物の栽培方法等に

ついて、厨子農園代表の厨子圭介氏をお呼びして講演いただきます。BLOF理論や土
作りの観点から、丁寧にお話いただきます。ご興味のある方は是非お越しください。

＜開催概要＞
日時：１０月２５日（水）午後７時〜午後８時
場所：南小国町役場 きよらホール

広報きよら 2017.10
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　ファブラボの紹介、第 2 回は、『レーザー加工機』についてです。

　これがファブラボ阿蘇南小国にあるレーザーカッターです。
　オーストリア、トロテック社製の

「Speedy 100 60W」です。

　レーザー光線で、木や紙、プラス
チック、布、革などを切断したり彫
刻したり出来ます。

　加工できる材料は、以下の通りです。

【彫刻 & カットの両方加工できるもの】
　・木材（杉ならば厚さ 8mm 前後

までは切断可能。樹種によって
異なる）

　・アクリル
　・プラスチック
　　（塩化ビニールを含まないもの）
　・ラミネート（2 層板）
　・レザー
　・布地
　・紙

【彫刻のみ加工できるもの（カット不可）】
　・ガラス
　・石

【加工できないもの】
　・塩化ビニール（塩ビ・PVC）の板、シートなど（塩素ガスで機械が腐食してしま

います）
　・金属　（表面の塗装を剥がすだけならできます）

　加工する図案は、パソコンで作成するか、手描きのものをスキャナで読み込む必
要があります。パソコンと紙のプリンターで年賀状印刷が出来る程度にパソコンが
扱える方なら、だれでも使えます。
　スタッフが丁寧に指導しますので、アクセサリーから仕事の道具まで、いろんな
ものを作ってみましょう！

ファブラボ阿蘇南小国通信  vol.2

9
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９
月
９
日（
土
）に
町
内
３
小

学
校
の
運
動
会
が
秋
晴
れ
の

下
、実
施
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
、

教
育
長
、
事
務
局
長
と
共
に
私

も
観
戦
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
り

ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
を
訪
れ
ま

し
た
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
２
０
１
７
年
50
人
の
全
力
！

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
運
動

会
」
で
す
。
開
会
式
で
の
子
ど

も
た
ち
の
凜
と
し
た
態
度
に
感

心
し
ま
し
た
。
壇
上
で
あ
い
さ

つ
す
る
人
に
サ
ッ
と
体
を
向
け

て
聞
き
ま
し
た
。

　

次
に
市
原
小
学
校
を
訪
れ
ま

し
た
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
つ
な
が
れ
１
０
０
人
の
絆
～

最
後
ま
で
力
を
出
し
切
り　

い

ざ
勝
負
～
」
で
す
。

　

校
区
を
５
班
に
分
け
て
の
班

対
抗
の
種
目
も
数
多
く
あ
り
、

た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
班
対
抗
リ
レ
ー
で
の
迫
力

あ
る
走
り
に
は
驚
き
ま
し
た
。 

　

最
後
に
、
中
原
小
学
校
を
訪

れ
ま
し
た
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、「
広
が
れ
31
の
き
ず
な
の

輪　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
最
高
の
運

動
会
へ
」
で
す
。
力
を
合
わ
せ

大
き
な
声
で
演
技
し
た
紅
白
応

援
合
戦
に
は
感
動
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
学
校
の
運
動
会
も

子
ど
も
た
ち
と
校
区
民
が
一
体

と
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
運
動
会

で
し
た
。
特
に
、
中
学
生
が
体

育
服
で
参
加
し
、
一
生
懸
命
に

演
技
す
る
姿
を
見
て
た
い
へ
ん

う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会
に

参
加
し
ょ
う

　

10
月
14
日（
土
）に
熊
本
県
教

育
委
員
会
主
催
で
熊
本
県
人
権

子
ど
も
集
会
が
熊
本
市
の
パ
ー

ク
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

例
年
本
町
の
子
ど
も
た
ち
も
20

名
ほ
ど
参
加
し
て
い
ま
す
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
教
育
委
員
会
職

員
が
引
率
し
て
い
ま
す
。
全
体

で
約
８
千
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
発
表

が
あ
り
ま
す
。
以
前
に
参
加
し

た
本
町
の
子
ど
も
の
感
想
文
を

紹
介
し
ま
す
。

○
私
は
、
三
つ
の
学
校
の
発
表

の
中
で
高
森
高
校
の
人
が
発
表

し
た
話
が
、心
に
残
り
ま
し
た
。

理
由
は
、「
心
の
あ
く
手
を
大

事
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
言

葉
に
心
を
打
た
れ
た
か
ら
で

す
。
そ
れ
に
は
意
味
が
あ
っ
て

相
手
に
対
す
る
心
と
心
の
つ
な

が
り
を
大
事
に
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
言
葉
に
私
は
、
し
ょ

う
が
い
者
と
い
っ
て
差
別
せ
ず

に
、
心
と
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
れ
ば
仲
良
く
な
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち

の
周
り
に
差
別
は
な
い
か
、
差

別
が
あ
っ
た
ら
注
意
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
相
手

の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
人
は
、
人
権
子
ど
も
集

会
に
参
加
し
て
、
人
権
に
つ
い

て
考
え
る
場
合
、
次
の
よ
う
な

大
事
な
こ
と
に
気
づ
い
て
い
ま

す
。「
し
ょ
う
が
い
者
と
い
っ

て
差
別
せ
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
れ
ば
仲
良
く
な
れ

る
。」「
相
手
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。」　

昨
年
は
熊
本
地
震
の
影

響
で
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち

が
生
き
て
い
く
上
で
と
て
も
貴

重
な
経
験
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。参
加
申
し
込
み
は
、

各
学
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
の
稲
が
黄
色
に
色
づ

き
実
り
の
秋
を
感
じ
て
い
ま

す
。（
こ
の
原
稿
は
、
９
月
11

日
に
書
い
て
い
ま
す
。）「
実
る

ほ
ど
頭
の
下
が
る
稲
穂
か
な
」

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

162

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
地
域
の
中
で
た
く
ま
し
く
育
つ
子
ど
も
た
ち

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

市原小（大玉ころがし）

りん小（広い運動場でのかけっこ）

中原小（親子仲良く）
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ファブラボ阿蘇南小国オープン！

平成 29年度南小国町
消防団通常点検

黒川保育園上棟式

説明を受ける参加者たち

９月１日（金）

９月２日（土）

９月１日（金）

　町農林課などで準備を進めてきた新木材産業拠点
「ファブラボ」が正式にオープンし、初日にはツアー
企画会社や地元の旅館関係者の施設見学をはじめ、
県内テレビ局の取材等も行われました。
　この施設は、旋盤やルーター、レーザー加工機等
を備えた工作室、木製品の展示スペースや杉の葉を
蒸留してアロマオイルを抽出する設備などがあり、
町の林業を新たな側面で活性化する施設として稼動
しています。

　阿蘇広域行政事務組合消防本部北部分署にて南小
国町消防団通常点検が開催されました。
　団長以下 175 名の団員が出席し、分団ごとの通
常点検や操法競技などを行いました。操法競技では、
各部で練習してきた成果を発揮していました。
＜結果＞
ポンプ車の部　　　１位　第３分団８部（黒川）
　　　　　　　　　２位　機動分団
　　　　　　　　　３位　第３分団２部（満願寺）
小型ポンプの部　　１位　第３分団３部（扇）
　　　　　　　　　２位　第３分団９部（田の原）
　　　　　　　　　３位　第３分団４部（星和）

　昨年４月の熊本地震で被災した黒川保育園の新園
舎建設が６月から進められており、このたび建物の
骨組みが組み上がり、上棟式が行われました。
　保護者会や行政、地元関係者らが集まり神事が
あった後、黒川保育園の園児やりんどうヶ丘小の児
童らが運動場に集まり、餅や菓子を撒く「ひとぎ投
げ」も行われました。
　新園舎は 12 月上旬に完成予定とのことです。

建物の骨組みからの「ひとぎ投げ」の様子

ポンプ車の部で優勝した第３分団８部（黒川）
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麹づくり講演会

平成 29年度
熊日金婚夫婦表彰

町内３小学校で運動会

麹づくりの実演を熱心にみる参加者

９月６日（水）

９月７日（木）

９月９日（土）

　町が昨年度から取り組みを始めた〝米の特産品開
発事業〟に関連した、米麹の可能性を学ぶ講演会が
開かれ、約 50 人が参加しました。
　米を元に加工される〝麹〟について学ぼうと、同
事業の町民向け学習会として初開催。麹文化研究家
の南 智征さんを講師に招いて、麹と日本の食文化
や、麹加工食品の可能性などについての話がありま
した。米麹をつくる最初の工程の実演があり、米の
蒸し加減や温度管理など、参加者からは次々に質問
が上がっていました。

　管理センターで結婚から 50 年を迎える町内の夫
婦の金婚表彰と祝賀会が行われました。
　熊本日日新聞社が主催する事業で今年で59回目。
今年は県内で約 3,000 組の夫婦が表彰の対象とな
ります。
　式典では表彰状や記念品が贈られ、また祝賀会で
は、結婚当時の昭和 42 年を振り返り、夫婦共に歩
んだ 50 年を誇らしげに語る参加者の様子も見られ
ました。

　町内３つの小学校で運動会があり、秋晴れの下で
児童たちの大歓声が響きました。
　市原小学校では、100 人の児童が紅白に分かれ
て紅白戦が行われ、また、校区公民館運動会も兼
ねていて、 ８つの競技で校区を５つの地区に分けた
チーム対抗戦も行われました。徒競争や技巧走に綱
引き、大玉転がしなど全 29 種目で一日熱戦。この
日の最高気温は 29.5 度と真夏日一歩手前の厳しい
残暑となりましたが、終日児童や保護者らの大きな
歓声が上がっていました。

大きくジャンプする６年生

笑顔で記念撮影をする 16 組の金婚夫婦

広報きよら 2017.10
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市原保育園児と
「新町ピンコロリ会」が交流

童謡にあわせて肩たたきをする子どもたち

９月12日（火）

　市原保育園の４・５歳児と「新町ピンコロリ会」
のメンバーとの交流会が行われ、園児のお遊戯披露
や手遊びで交流を深めました。世代間の交流を楽し
むとともに、園児の豊かな心を育むために、保育園
と南小国町地域包括支援センターが企画し初めて開
催するイベント。
　はじめに、園児から歌やダンスの披露が行われ、
お手玉を使ったゲームや折り紙製作を楽しみました。
参加者は「子どもたちの笑顔がとても可愛くて、楽
しい時間を過ごすことができた」と話していました。

小国郷畜産共進会９月16日（土）

　小国郷内の畜産農家が育てた畜産牛の品評会、「小
国郷畜産共進会」が開かれました。
　畜産牛の品評会をとおして、質の向上などの畜産
振興を図ろうと、ＪＡ阿蘇が毎年開催しているもの
で、褐毛と黒毛別に牛の月齢などに応じて、子牛の
部や育成牛の部など６部門で審査し、それぞれ１位
となる名誉賞などが決められます。町内からは 12
軒の畜産農家から 27 頭の出品があり、３部門で名
誉賞を受賞しました。

審査を受ける牛を見守る農家の様子

中原熊野座神社大祭９月18日（月）

　中原熊野座神社は大字中原地区の全域から参拝者
が集まる大字区の秋祭りで、町の無形民俗文化財の
神仏混交様式の楽「中原楽」の奉納が行われました。
　前日接近した台風 18 号も過ぎ、台風一過の晴天
で気温も 25 度を越える夏日のなか、上中原地区の
約 30 人による楽の一行が穂の実った稲田の間を練
り歩るき、神社境内での楽を奉納したほか、地区対
抗縄ない競技や子供相撲などでにぎわいを見せてい
ました。

中原熊野座神社で楽を奉納する子どもたち
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上島キミ子さん
全国社会教育委員連合表彰

吉原神社例祭

表彰の報告に来庁された上島キミ子さん（和田）

力強く神楽を舞う保存会メンバー

暁
闇
の
虫
の
音
し
げ
き
朝
至
る　
　
　
　

穴
井
梨
影
女

草
中
に
面
輪
や
さ
し
き
露
佛　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

二
キ
ロ
程
行
け
ば
県
境
鱗
雲　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

霧
の
野
や
牧
場
の
柵
に
星
条
旗　
　
　
　

河
津
せ
い
子

夏
山
の
こ
だ
ま
バ
イ
ク
響
き
合
ふ　
　
　

河
津　

靜
子

山
路
ゆ
く
ポ
ツ
リ
〳
〵
と
栗
の
毬　
　
　

北
里　

富
男

新
涼
や
若
き
一
棋
士
育
ち
ゆ
く　
　
　
　

北
里
千
寿
恵

小
学
生
若
葉
の
風
を
連
れ
て
来
し　
　
　

笹
原　

景
林

露
葎
か
ぼ
ち
ゃ
の
蔓
を
引
き
戻
す　
　
　

佐
藤
テ
ル
子

一
日
の
は
じ
ま
る
朝
顔
ま
ず
眺
め　
　
　

佐
渡　

節
子

朝
焼
の
大
根
畑
に
水
を
ま
く　
　
　
　
　

下
城　

た
ず

地
震
跡
の
更
地
に
み
ど
り
箒
草　
　
　
　

杉
野　

正
依

青
鷺
の
鳴
け
る
日
暮
の
道
遠
し　
　
　
　

本
田　

髙
幹

八
朔
や
神
酒
す
ず
立
て
し
田
に
畑
に　
　

宮
﨑　

チ
ク

祭
の
座
お
吸
い
物
つ
く
敬
老
席　
　
　
　

安
武
く
に
子

９月20日（水）

　南小国町社会教育委員の上島キミ子さん（和田）
が役場を訪れ、髙橋町長らに授賞の報告を行いまし
た。上島さんは、平成 15 年から町社会教育委員会
の会長を務め、町の社会教育の振興に寄与したとし
て、9 月 12 日に北海道で行われた全国社会教育研
究大会において全国社会教育委員連合会表彰を受け
ました。「好きだからこそ続けられた。これからも
子どもたちが活動を通じて、夢と目標を持って生き
ていけるように頑張りたいです」と活動への意欲を
語っていました。

９月20日（水）

　吉原地区の吉原神社で例祭が行われ、地区の住民
や参拝者が集い、五穀豊穣や家内安全を祈願しまし
た。神事や直会が終わり日も暮れ始めた頃、吉原岩
戸神楽保存会のメンバーによる神楽が始まり、七演
目を奉納しました。今年は新たに３人のメンバーが
保存会に加入し、地域をあげて伝統芸能を継承して
いこうとする力強い舞を見せていました。夜遅くま
で鐘や笛の音が響き渡り、境内は参拝客でにぎわっ
ていました。
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

法
を
身
近
に
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か

～
無
料
法
律（
手
続
）相
談
会

　
　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ
～

　

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で

す
。
国
民
の
皆
さ
ん
に
、
法
の

役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
る

よ
う
に
と
、
裁
判
所
、
検
察
庁

及
び
弁
護
士
会
の
協
議
で
提
唱

さ
れ
、昭
和
35
年
に
政
府
に
よ
っ

て
「
国
を
挙
げ
て
法
の
尊
重
、

基
本
的
人
権
の
擁
護
、
社
会
秩

序
の
確
立
の
精
神
を
高
め
る
日
」

と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

金
銭
、
土
地
、
家
庭
問
題
等

に
関
す
る
申
し
立
て
手
続
き
に

つ
い
て
は
裁
判
所
職
員
が
、
登

記
・
人
権
問
題
等
に
関
す
る
手

続
き
に
つ
い
て
は
法
務
局
の
職

員
が
、
各
種
法
律
相
談
に
つ
い

て
は
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

10
月
16
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
受
付
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

■
開
催
場
所
・
問
い
合
せ

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
阿
蘇

支
部　

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地

２
４
７
６
‐
１

☎（
２
２
）０
０
６
３

公用車売ります！ 平成29年11月15日に大阿蘇環境センター未来館で入札

◎入札の日時及び場所
日時：平成29年11月15日（水）午前10:00～
場所：大阿蘇環境センター未来館会議室

◎参加資格
１．別途定める、売却の条件をすべて承諾いただける方。
２．別途定める、入札参加資格の要件をすべて満たす方。
※売却の条件及び参加資格は、阿蘇広域行政事務組合ホー
ムページにてご確認いただくか、下記【お問い合わせ】
までご連絡ください。

◎受付期間・受付方法
日時：平成29年10月19日（木）～平成29年11月８日（水）
　　　午前８時30分～午後５時15分まで
　　　（土曜日、日曜日、祝祭日を除く）
方法：下記【お問い合わせ】にお電話いただくか、阿蘇広

域行政事務組合ホームページをご覧ください。
　　　≪URL：http//www.aso.ne.jp/~koiki/ ≫

◎売却車両の公開期間及び場所
日時：平成29年10月19日（木）～平成29年11月８日（水）
　　　午前９時～午後５時まで
　　　（土曜日、日曜日、祝祭日を除く）
場所：物件①………中部清掃センター
　　　　　　　　　（阿蘇市黒川 1893 番地 1）
場所：物件②、③…滝美園クリーンセンター
　　　　　　　　　（小国町宮原 2941 番地）
※試乗はできませんのでご了承下さい。
※物件の見学をされる場合は、あらかじめご連絡ください。

◎その他
１．入札に参加される方は、別途定める入札保証金が必要
となります。

２．物件の引渡しは、現状のまま行いますので、引渡し後
の不調や故障についての補償は一切いたしません。

３．参加に必要な資格が満たされていないことが判明した
場合は、入札は無効となります。

　　【お問い合わせ】 　阿蘇広域行政事務組合　総務課  企画財政係 
☎0967（24）5117（直通）　☎0967（24）5111（代表）

組合の公用車３台を「一般競争入札」で売却します。
  売却する物件は、下記のとおりです。
物 件 番 号 ① ② ③

車 名 三菱 キャンター 三菱 キャンター 三菱 キャンター

形 状 塵芥車（ロータリー式） 塵芥車（回転板式） ２ｔダンプ

車 体 色 青 白 青

排 気 量 ３．５６ Ｌ ４．２１ Ｌ ５．２４ Ｌ

使 用 燃 料 軽油 軽油 軽油

初年度登録年月 平成３年４月 平成８年１月 平成１３年６月

車 検 満 了 日
平成29年５月15日

（車検なし）
平成29年２月25日

（車検なし）
平成29年６月15日

（車検なし）

走 行 距 離 １８４，２２５ ㎞ １８１，７２８ ㎞ ２８７，２３１ ㎞

※物件の詳細は阿蘇広域行政事務組合ホームページにてご確認いただけます。

15
広報きよら 2017.10



お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

労
災
・
12
職
業
病
の
相
談
は

建
交
労
へ

　

労
災
認
定
を
得
る
た
め
に
は

そ
の
た
め
の
専
門
家
が
必
要
で

す
。
建
交
労
全
国
労
災
職
業
病

部
会
は
全
国
に
労
災
認
定
の
た

め
の
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

し
て
い
ま
す
。「
も
し
か
し
た

ら
職
業
病
で
は
？
」
と
思
わ
れ

る
方
は
お
気
軽
に
建
交
労
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
左
記
日
程
で
健
康
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
費
用
は

無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
30
日（
月
）

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所

小
国
町
隣
保
館

小
国
町
宮
原
１
７
６
５
番
地
１

■
問
い
合
わ
せ

建
交
労
九
州
支
部
熊
本
分
館

☎
０
９
６（
３
６
０
）３
１
４
６

飼
い
猫
避
妊
手
術
費
助
成
を

行
い
ま
す

　

動
物
愛
護
の
精
神
及
び
動
物

の
適
切
な
飼
養
の
啓
発
を
図
る

こ
と
、
並
び
に
地
域
環
境
の
保

全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
飼
い
猫
の
避
妊
手
術
費
を
助

成
し
ま
す
。

■
対
象

　

南
小
国
町
に
お
住
ま
い
の
方

で
メ
ス
の
猫
を
飼
っ
て
お
り
、

阿
蘇
地
域
の
開
業
動
物
病
院
で

避
妊
手
術
を
お
考
え
の
方
。

■
注
意
事
項

・
助
成
と
な
る
の
は
１
世
帯
２

匹
ま
で
で
す
。

・
申
し
込
み
の
際
は
本
人
確
認

書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

・
抽
選
結
果
は
受
付
終
了
後
、

30
日
以
内
に
文
書
に
て
通
知
し

ま
す
。

・
決
定
通
知
が
届
い
た
後
に
手

術
の
予
約
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
助
成
額

１
匹　

５
０
０
０
円

■
受
付
期
間

10
月
10
日（
火
）～
11
月
2
日

（
木
）

※
土
・
日
・
祝
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
申
請
書
配
布
場
所

阿
蘇
保
健
所　

衛
生
環
境
課
及

び
役
場
町
民
課

■
申
請
窓
口

阿
蘇
保
健
所　

衛
生
環
境
課
内

事
務
局

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地

２
４
０
２

☎
０
９
６
７（
２
４
）９
０
３
５

■
問
い
合
わ
せ

役
場
町
民
課　

保
健
衛
生
係

☎
０
９
６
７（
４
２
）１
１
１
３

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
行
い
ま
す

　

生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
飼

い
犬
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ

り
、
生
涯
１
回
の
登
録
と
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
記
の
と
お
り
集
団
注
射
及

び
登
録
受
付
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
都
合
の
良
い
会
場
に
て

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
犬
の
健
康
に
不
安
が

あ
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の

動
物
病
院
に
て
獣
医
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
も
し
く
は
、
注

射
日
当
日
に
会
場
の
獣
医
師
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

春
の
予
防
接
種
を
接
種
し
て

い
な
い
犬
で
、
町
に
登
録
の
あ
る

犬
の
飼
い
主
に
は
、
お
知
ら
せ

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
同
封
の

申
請
書
、
問
診
票
及
び
注
射
料

金
を
会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
が
必
要
な
場
合

・
登
録
済
み
の
犬
が
死
亡
し

た
。

・
犬
の
所
在
地
や
飼
い
主
が
変

わ
っ
た
。

・
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で

注
射
を
受
け
た（
獣
医
師
発
行

の
証
明
書
を
ご
持
参
下
さ
い
）。

■
期
日

■
料
金

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

日　時 時　間 場　所

10月26日（木）

13:00 ～ 13:25 満願寺公営駐車場

13:45 ～ 14:10 黒川第３駐車場

14:25 ～ 14:50 波居原公民館

15:10 ～ 15:35 元気プラザ中原

16:00 ～ 16:30 南小国町役場駐車場

未登録の犬 登録済の犬

登録手数料 ３，０００円 ―

注射料金 ２，５７０円 ２，５７０円

注射済票交付手数料 　　５００円 　　５００円

合　計 ６，０７０円 ３，０７０円

お釣りのいらないようご協力をお願いします
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

　

10
月
16
日（
月
）か
ら
22
日

（
日
）は
、「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。

　

こ
の
期
間
に
併
せ
て
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
お
悩

み
・
お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
当
日
は
心
配
ご
と

相
談
も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
19
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

り
ん
ど
う
荘

■
対
応
者

行
政
相
談
委
員　

穴
井
公
明

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
の

ご
紹
介

　

平
成
30
年
度
か
ら
農
業
経
営

者
ご
と
の
収
入
全
体
を
対
象
と

し
た
農
業
経
営
収
入
保
険
制
度

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
青
色
申
告

を
行
っ
て
い
る
農
家
の
方
等
、

一
定
条
件
を
満
た
す
方
の
収
入

を
補
償
す
る
保
険
制
度
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
掛
捨
方
式
と
積
立

方
式
の
組
み
合
わ
せ
と
な
っ
て

お
り
、
一
部
国
庫
補
助
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
品
目
の
限
定
が

な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
農
作

物
が
補
償
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最

寄
り
の
農
業
共
済
組
合
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
農
業
共
済
組
合

阿
蘇
支
所　

北
部
出
張
所

☎（
４
６
）３
４
８
８

林
業
労
働
災
害
防
止
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

熊
本
県
で
は
、
10
月
１
日

（
日
）～
11
月
30
日（
木
）を
林
業

労
働
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
後
期
）
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
平
成
29
年
に
入
り

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
災
害
が

16
件
発
生
し
て
い
ま
す
（
う
ち

死
亡
災
害
０
件
）。

　

特
に
、
伐
木
作
業
に
お
け
る
か

か
り
木
処
理
は
、
重
篤
な
労
働

災
害
が
発
生
し
や
す
い
作
業
で

す
。
禁
止
行
為
に
よ
る
処
理
は
決

し
て
行
わ
ず
、
専
門
の
道
具
を
使

用
す
る
な
ど
の
安
全
な
方
法
で

処
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

出
張
年
金
相
談
（
予
約
制
）

を
開
催
し
て
い
ま
す

　

年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る

出
張
年
金
相
談
を
毎
月
行
っ
て

い
ま
す
。
年
金
加
入
履
歴
の
確

認
や
年
金
の
請
求
な
ど
、
年
金

に
つ
い
て
の
各
種
相
談
や
手
続

き
が
で
き
ま
す
。
相
談
は
予
約

制
で
す
。

　

小
国
町
で
予
約
が
出
来
な

か
っ
た
場
合
は
、
近
隣
市
町
村

で
の
相
談
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

11
月
９
日（
木
）

　
　
　
　
　

12
月
１
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所

小
国
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
悠
ゆ
う
館

（
近
隣
市
町
村
会
場
）

一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
開
催
日
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
、
基

礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を

ご
用
意
下
さ
い
。

南小国町役場新庁舎建設費の報告

　平成 24 年 6 月の新庁舎基本構想策定から基本計画に着手し、平成 27 年 3 月に本体工事完了後、
同年 5 月より新庁舎での業務を開始しました。
　その後、旧庁舎の解体工事を行い旧庁舎跡地に駐車場が本年５月に完了しましたので、今回新庁舎
建設事業費を下記のとおり町民の皆様にご報告いたします。

記

事業費内訳 財源内訳

工事等内訳 金額（千円） 財源内訳 金額（千円）

庁舎本体工事等 ９０７，５４５ 県補助金
１８３，１４４ 

外構工事等 １４８，７０７ 産業再生プロジェクト補助金

旧庁舎解体工事等 ７５，２８８ 庁舎建設基金 ３６６，４２７

機器・システム・放送施設移設等 ５６，９７９ 一般財源 ６８６，７３０ 

備品関係 ４７，７８２ 

計 １，２３６，３０１ 計 １，２３６，３０１
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第
14
回
き
よ
ら
人
権
デ
ー

「
ひ
ま
わ
り
の
花
」写
真
募
集

　

南
小
国
町
社
会
教
育
委
員
で

は
、
例
年
き
よ
ら
人
権
デ
ー
の

会
場
に
て
、「
人
権
の
花
の
種

（
ひ
ま
わ
り
の
種
）」
の
配
布
を

行
っ
て
い
ま
す
。
夏
に
は
、
町

内
の
多
く
の
所
で
「
ひ
ま
わ
り

の
花
」
が
咲
い
て
い
る
風
景
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
皆
様
が
撮
ら
れ
た

「
ひ
ま
わ
り
の
花
」
の
写
真
を

募
集
し
、
き
よ
ら
人
権
デ
ー
の

会
場
に
て
展
示
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
写
真
の
サ
イ
ズ
・

規
格
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
方
の
応
募
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
期
限

11
月
30
日（
木
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
係

☎（
４
２
）０
０
４
７

南
小
国
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

等
再
建
支
援
事
業
補
助
金
の
実
施

　

こ
の
度
、
平
成
28
年
熊
本
地

震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
復
旧

事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
補
助
対
象
者

行
政
区
又
は
行
政
組

■
対
象
施
設
要
件

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

も
の
で
あ
る
こ
と

①
町
内
の
区
域
内
に
あ
る

②
地
域
の
住
民
が
利
用
す
る

③
地
域
の
住
民
が
交
代
で
維
持

管
理
し
て
い
る

④
祭
り
や
行
事
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
現
在
活
用
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
活
用
を
継
続

す
る

■
補
助
率

補
助
対
象
事
業
費
の
50
％

※
一
部
補
助
金
の
対
象
に
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

　

す
で
に
復
旧
・
復
興
が
終

わ
っ
て
い
る
施
設
等
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

尚
、
申
請
の
際
に
は
、
被
害

状
況
（
被
災
写
真
）・
支
払
を

証
す
る
書
類
・
写
真
等
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
係

☎（
４
２
）０
０
４
７

新
庁
舎
建
築
資
材（
木
材
）の

売
却
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
建
築
の
為
の
資
材

（
木
材
）の
一
部
が
不
要
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
入
札
に
よ
り
売

却
い
た
し
ま
す
。

　

購
入
ご
希
望
の
方
は
事
前
に

左
記
期
日
迄
に
お
申
込
み
下
さ

い
。

■
売
却
物
件

木
材
加
工
品
（
売
却
物
件
の
一

部
を
下
表
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）

■
参
加
資
格

町
内
に
住
民
登
録
を
有
す
る
個

人
又
は
町
内
に
本
社
、
支
社
を

置
く
法
人
。

■
受
付
期
間

10
月
10
日（
火
）～

10
月
31
日（
火
）

■
申
込
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ

総
務
課 

管
財
係

☎（
４
２
）１
１
１
２

※
物
件
に
つ
い
て
は
後
日
現
地

案
内
い
た
し
ま
す
。

い
り
ぐ
ち

い
り
ぐ
ち

ふ
さ
ふ
さ

だ
ん
だ
ん

はは

へ

　や

へ

　や

な
か
な
か

は
だ
ざ
む

は
だ
ざ
む

き
せ
つ

き
せ
つ

ガ～ン
ガ～ン

完
璧
な

防
寒
対
策
を

す
る
ん
ラ
ヨ
!!

完
璧
な

防
寒
対
策
を

す
る
ん
ラ
ヨ
!!

本
格
的
に
寒
く

な
る
前
に

本
格
的
に
寒
く

な
る
前
に

あ
と
は
部
屋
の

中
を
…
あ
っ
！

あ
と
は
部
屋
の

中
を
…
あ
っ
！

入
口
を

塞
い
じ
ゃ
っ

た
ん
ラ
ヨ
…

入
口
を

塞
い
じ
ゃ
っ

た
ん
ラ
ヨ
…

う
～

肌
寒
い
季
節
に

　
な
っ
た
ん
ラ
ヨ

う
～

肌
寒
い
季
節
に

　
な
っ
た
ん
ラ
ヨ

家
に
風
が
入
ら
な
い

よ
う
に
段
ボ
ー
ル
を

　
張
っ
た
ん
ラ
ヨ

家
に
風
が
入
ら
な
い

よ
う
に
段
ボ
ー
ル
を

　
張
っ
た
ん
ラ
ヨ

ヒ
ュ
ゥ

ヒ
ュ
ゥ

ほ
ん
か
く
て
き

ほ
ん
か
く
て
き

ま
え
ま
え

さ
む
さ
む

か
ん
ぺ
き

か
ん
ぺ
き

ぼ
う
か
ん
た
い
さ
く

ぼ
う
か
ん
た
い
さ
く

か
ぜ
か
ぜ

は
い
は
い

い
え
い
え

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

材　種 厚さ（㎜） 巾（㎜） 長さ（ｍ） 本　数 備　考

杉 ６０ １８０ ４ ５５ 角材

杉 ４５ １５０ ３ ３７ 角材

杉 末口２７０ 元口３６０ １１．３ １ 丸太材

杉 末口２１０ 元口２１０ ７ ２ 丸太材

※一部抜粋して掲載しております。
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10/
23月

24 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円

25 水 認知症カフェ　イベント　13：00～　おぐに老健

26 木 狂犬病予防注射

27 金

28 土

29 日 体育協会主催「九重・やまなみトレッキング」
8：30　役場出発

30 月

31 火 町県民税　第３期　納期限
国民健康保険税　第５期　納期限

11/
1水 乳児健診　13：05～受付　おぐに老健

2 木

3 金
文化の日

第30回みなみおぐに文化祭　8：30～
　市原小学校体育館

4 土

5 日 米フェス　11：00～　波居原公民館　※要予約

6 月

7 火 高齢者ミニデイサービス　9：30～　上中原公民館 

8 水

9 木

独り暮らし高齢者への元気支援事業
　ふれあいバスハイク
出張年金相談　10：00～15：00 

小国町福祉センター　悠ゆう館
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503
認知症カフェひとよこい　13：00～

小国調剤薬局横旧医院長宅

10 金

11 土

12 日 第13回「くまもと教育の日」阿蘇フォーラム
9：00～　南小国中学校

13 月

14 火 第34回史跡探訪ウォーキング

15 水

16 木 １歳６ヶ月児健診　13：05～受付　おぐに老健

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円

22 水

23 木
勤労感謝の日

認知症カフェひとよこい　13：00～
小国調剤薬局横旧医院長宅

24 金

25 土 無料法律相談　10：00～正午　りんどう荘
※要予約　りんどう荘　☎42-1501

26 日

27 月

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

9
／
15
　
佐
藤　

公
平（
81
）星　

和

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、
多
額
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

河
津
三
千
年　
様　

米　

山

松
岡
　
哲
雄　
様　

志
津
上

佐
藤
　
康
幸　
様　

星　

和

　

ま
た
、一
般
寄
附
と
し
て
、次
の
方
々

よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

馬
場
優
志
会　
様

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す
よ
う
有

意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

町の人口
（8月31日現在）

世帯数　1,767世
帯

（＋７）
　男　　1,941人

（＋２）
　女　　2,188人

（－５）
　計　　4,129人

（－３）
※（ ）は前月比

10月・11月平成29年
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南
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誌
　

広
報

 き
よ

ら
－

自
然
と
調
和
し
た

『
き
よ
ら
の
郷
』

づ
く
り
－
　

№
6
4
7

編
集

･発
行

：
南

小
国

町
役

場
　

ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492熊

本
県

阿
蘇

郡
南

小
国

町
大

字
赤

馬
場

143番
地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

9月
生まれ
希望者
のみ
掲載

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　（父）建成さん

　（母）沙織さん

航成君お誕生日おめでとう。
よく食べて、よく遊んで、よ
く寝て、元気いっぱい大きく
育ってね。

穴井　航成 くん

　（父）康志さん

　（母）恵莉さん

１歳の誕生日おめでとう！お
兄ちゃんと仲良く、これから
も元気にすくすく大きくなっ
てね♡

こうこう せいせい しゅうしゅう きき

北原　優真 くん
ゆうゆう まま

28.9.10生 28.9.23生

黒原 杉田下
　（父）孝哉さん

　（母）順子さん

１歳の誕生日おめでとう♡
これからも元気にすくすく
育ってね！！

麻生　周希 くん
28.9.16生

和田下

BIRTHDAY
   H

A
PPY

　（父）翔太さん

　（母）奈々さん

たくさんの人に可愛がっても
らって大きくなりました。歩
けるようになったら色んな
所に行こうね！

稲土　葉太郎 くん

　（父）健太郎さん

　（母）真波さん

お誕生日おめでとう！いつも
ニコニコ笑顔の真穂ちゃん
が大好きだよ♡元気にすく
すくと大きくなってね！！

ようよう たた ろうろう ささ わわ

冨澤　真穂 ちゃん
まま ほほ

28.9.26生 28.9.28生

下中原
　（父）稔さん

　（母）美沙子さん

おたん生日おめでとう！さわ
ちゃんの笑顔に家族みんな
癒されています。これから
も元気でスクスク育ってね。

佐藤　沙和 ちゃん
28.9.28生

新町３ 矢津田団地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

地
域
活
動
備
品
を
整
備

　

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
宝

く
じ
助
成
に
よ
り
「
吉
原
岩
戸

神
楽
保
存
会
」
で
、
神
楽
の
衣

装
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
は
、
社
会
貢
献
広
報
事
業
費

を
財
源
と
し
て
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成
を

行
う
も
の
で
す
。
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